
                        
○全校紙飛行機大会・・・自作の紙飛行機を作り、交流しながら全校ナンバーワンを決めた。    ○全校クリスマス会・・・コミュニケーションがとれるゲーム（全体）                縦割り班で６年生が考えたレクレーションなど       ◇ 普段あまり話さない人と意識して話すことが多くなった。      ◇ 異学年で、言葉をかけ合うことが増えた。      ◇ みんなで触れ合える機会を楽しみにしており、「またやりたい」という声が多く聞かれた。          

 

 

   ○全校鬼ごっこ・こおり鬼     ◇ 男女仲良く遊べるようになった。     ◇ 「クラスでやる鬼ごっこも楽しいけれど、全校でやると、 
もっと楽しかった。」という声が聞かれた。 

◇ 普段関わりの少ない友達と遊べるし、学年関係なく遊べるから全校レクはいいと思う。 
 

 

    ○人権集会で、各学級で話し合ったことを発表し、玄関に掲示。 
  ◇ 子どもたちが主体となって学級会を開いている様子を見ていると、いきいきして活動して 

いた。自己肯定感や自己有用感も高まったという先生方の意見もあった。     ◇ 「話し合いの内容は、あくまでも子どもが中心であり、できるかぎり子どもにまかせる。」       ということを、職員会の中で山田小学校こころ部会より提案をして、教職員間のベクトル 
を合わせた。 

◇ 「子どもに取組みを任せること」の大切さを教職員間で確認し合えたこともよかった。 
 

平成３１年２月１５日 

香美市教育委員会作成 

No.２  ８月２８日、「香美市いじめ防止サミット」が開催され、「いじめをなくすために学校で取
り組んでいけること」について話し合いをしました。 

そこで、「コミュニケーションがとれる場をつくっていこう」ということが参加者で共通

確認されました。二学期に各学校が取組んだことをいくつか紹介します。  



 

    ○友達のいいところ見つけ 
○全校で休み時間に遊ぶ。（１ヶ月に数回） 
○縦割り班で、集会活動や清掃活動、異学年給食交流等を行う。                                              【片地小 全校レク】      ◇ 取組むごとに、良いところの内容が具体的になっていった。 
◇ 楽しい遊びを考えてくれるからすごく楽しい。     ◇ 全校で遊べるので、みんなが仲良くなれる。     ◇ 上級生が下級生に優しく接することが多くなった。  

  
○全校集会で「ひらめき体験教室」を実施（他学年グループを組み、一つの課題を解く活動）。    ○かがみのタイムの時間帯に他学年に勉強を教える取組みをした。     ◇ あいさつ運動を続けることで、挨拶をする生徒が増えた。     ◇ お互いに意見を言い合うことができる生徒が増えた。     ○笑い納め集会 
香北家全員で、今年一年のみんなの頑張りを称えあい、たくさ 
ん笑って、新しい一年を迎えようというねらいで実施。 
歌や劇や楽器演奏、お笑いなどを披露し、全校で盛り上がった。 

【笑い納め集会】  
◇ 全校で盛り上がることができ、お互いを理解するよい機会となった。    ◇ みんなで、作り上げることの楽しさや協力することの大切さを改めて感じていた。     ○各自が仲間のよいところや頑張っているところ見つけて書き出し、「げん木」～想いを伝えよう～
というテーマをもとお互い良さを認め合った。      ◇ 友達から自分の良いところや頑張っているところを知ることで、温かい気持ちになり、 
お互いのよさや自尊感情を高めることにつながった。     


